
リビングラボ エネルギーの地産地
消×自治体MaaS 

パーソナルデータエコシステム さりげないセンシングと日常人間ドック 

センシング技術を活用し、さりげなく日常生活の中で健康状態がわかる「日常人
間ドック」、パーソナルデータエコシステムの活用など、多様な先進技術の連携によ
り、住民が最先端のウェルビーイング（心身ともに健康で幸せな状態）を享受で
きる快適未来都市を創造。また南新地地区をリビングラボと位置付け、ニューノー
マル時代の新サービス創出拠点を目指す。 

目標 

取組概要 

体制 

将来像 

※実行計画のタイトルはコンソ名では分かりにくいので、事業名または分かりやすいタイトルとする 
※文字フォントは、Meiryo UI 
※各ボックスの縦横のサイズは変更可（位置は変更不可） 

スケジュール 

2020年実装  

・自立的なエネルギーシステム 
・オンデマンド相乗りタクシー 

2022年以降順次実装  

・さりげないセンシングによる日常人間ドック 
・パーソナルデータエコシステム 
・行政手続きのデジタル化 
 

●健康長寿社会の実現 
  →平均自立期間 
●あらおファンの拡大 
 →荒尾市への転入者数、あらおファン（ふるさと会員数等）の人数 
●暮らしやすいまちの基盤構築 
 →荒尾が暮らしやすいと感じている市民の割合 

荒尾ウェルビーイングスマートシティ（あらおスマートシティ推進協議会）（荒尾市） 

血流動態センサ(イメージ) 魔法の鏡(イメージ) 

「血流動態センサ」や、映った人の体調がわかる
「魔法の鏡」などのデバイスをまちに埋め込み、
日々の体調変化をAI解析し、結果を共有する
ことで、市民・来訪者の健康増進が図れるシス
テムを構築。 

パーソナルデータを集中管理ではなく、各個人に集約
し分散管理するPLR(Personal Life Repository)
の仕組みにより管理し、行政サービスの質向上等へ
活用。 

電力の地産地消にあわ
せモビリティ（タクシー、
キックボード、ゴミ収集車
等）をEV・電動化する
とともに、MaaSにより移
動・輸送を最適化。 

あらおスマートシティ推進協議会 

 
＜正会員＞ 

 荒尾市 

 JTB総合研究所 

 三井物産 

 有明エナジー 

 グローバルエンジニアリング 

 UR都市機構 

＜アドバイザー会員＞ 

 東京大学 

 COI東北拠点 

 （東北大学） 

 

＜サポート会員＞ 

 ITID 

エリアマネジメント 

検討協議会(仮) 

南新地地区 

ウェルネス拠点 

開発事業 

地域の組織/団体 

・商工会議所 

・医師会 

・金融機関 等 

コロナを踏まえた新しい
スマートシティ機能を、
南新地地区に埋め込み、
リビングラボとして運営。 

南新地地区 

協力：COI東北拠点／東北大学 

協力：東京大学 大学院情報理工学系研究科ソーシャルICT研究センター 

別紙２ 


